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NY マーケットレポート（2021 年 7 月 28 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

FOMC 政策金利 0.00％-0.25％（予想 0.00%-0.25%・前回 0.00%-0.25%） 

 

FOMC主な声明 

・委員会は FF金利の目標誘導レンジを 0.00％～0.25％に維持することを決定 

・引き続き米国債の保有を少なくとも月 800億ドル、住宅ローン担保証券の保有を 

少なくとも月 400億ドル増やすことを示した。 

 

・米経済を支援するためにあらゆる手段を使って、最大雇用と物価安定に向けて取り組む   

・ワクチン接種の進展などにより、経済活動と雇用の指標は引き続き力強くなっている 

・インフレ率は、主に一時的な要因を反映し上昇している 

 

・経済の道筋は、引き続きウイルスの行方に左右される 

・雇用最大化と長期的な 2％のインフレ率の達成を目指す 

・当面 2％をやや上回る程度のインフレ率の達成を目指す 

 

パウエル FRB議長の会見の主な発言 

・ワクチン接種、財政支援が経済に強力な支援を与えた。 

・労働市場は引き続き改善したが、完全回復までは時間がかかる 

・インフレ率は著しく上昇 

・インフレ率は今後数ヵ月高止まり、その後鈍化する見通し 

 

・テーパリングの時期はデータ次第 

・テーパリングの時期は決定しておらず、適切な時期については様々な見方がある。 

・利上げには程遠い 

・利上げには程遠い 
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ダウ平均、S&P500は続落、ナスダックは反発 

米株式市場では、新型コロナウイルス変異株の感染再拡大により、世界経済の先行き懸念が高まっているこ

とを背景に、ダウ平均株価は序盤から軟調な動きとなり、一時前日比 181ドル安まで下落した。その後は、

下げ幅を縮小したものの、127.59ドル安（-0.36％）で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、

前日のハイテク企業の好決算が引き続き材料視され、102.01ポイント高（+0.70％）で終了した。なお、FOMC

の声明で量的緩和策の縮小へ議論を進めるとされたが、市場の反応は限定的だった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

データを基に SBILMが作成 
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FRB議長の会見での発言を受けて、ドルは軟調な動き 

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は底固い動きとなった。さらに、米長期金利の

指標となる米 10年債利回りが 1.227％から 1.271％まで上昇したことから、ドルは対円で 110.22 まで上昇し

た。ただ、米国の主要な経済指標の発表もなく、FOMCを控えて様子見ムードも強まっており、その後は限定

的な動きが続いた。FOMC では、FF金利誘導目標、資産購入額が予想通り据え置かれ、声明で「経済はテーパ

リング基準のゴールに向け進展」と議論の進捗が見られたことから、米 10年債利回りが上昇となり、ドル/

円は一時 110.28まで上昇した。しかし、パウエル FRB 議長の会見で「労働市場の完全回復までは時間がかか

る」「利上げは明らかに遠い」との発言がハト派的と受け取られてドルは下落に転じ、ドル/円は 109.84ま

で下落した。一方、欧州通貨や資源国通貨は、対ドルで上昇したことから、対円でも堅調な動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


